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函館国際水産・海洋都市構想の沿革 

２００２（平成１４）年６月  函館海洋科学創成研究会 設立 

２００３（平成１５）年３月  函館国際水産・海洋都市構想 策定 

 ６月  都市エリア産学官連携促進事業（一般型） 採択 

 ６月  函館国際水産・海洋都市構想推進協議会 設立 

 ６月  海藻技術研究所アルガテック kyowa 開所 

 ８月  マリンフロンティア科学技術研究特区 認定 

２００４（平成１６）年４月  公立はこだて未来大学共同研究センター 設置 

 ４月  函館工業高等専門学校地域共同テクノセンター 供用開始 

５月  北大マリンフロンティア研究棟 供用開始 

６月  地域再生計画「函館国際水産・海洋都市構想の推進」 認定 

７月  ２１世紀ＣＯＥプログラム（北大水産科学研究科） 採択 

２００６（平成１８）年３月  都市エリア産学官連携促進事業（発展型） 採択 

４月  北大マリンサイエンス創成研究棟 供用開始 

４月  函館市産学官交流プラザ 供用開始 

２００７（平成１９）年４月  函館市臨海研究所 開所 

２００８（平成２０）年２月  函館港弁天地区ふ頭整備事業着工記念式典 開催 

２００９（平成２１）年４月  一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構 設立 

 ５月  地域再生人材養成事業 採択 

 ６月  地方の元気再生事業 採択 

 ７月  知的クラスター創成事業（グローバル拠点育成型） 採択 

 ７月  地域再生計画「人材養成事業」 認定 

 １２月  北海道大学大学院水産科学研究院および水産学部と函館市との 

包括連携協定締結 

２０１０（平成２２）年４月  新水産・海洋都市はこだてを支える人材養成 開講式 

６月  国際水産・海洋総合研究センター（以下 「海洋研究センター」 

という。）基本設計 着手 

７月  北海道大学北方生物圏フィールド科学センターと函館市が包括 

連携協定 

２０１１（平成２３）年４月  水産研究センター実施設計 着手 

 ９月  北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区 指定申請 

 １２月  北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区 指定 

２０１２（平成２４）年４月  （一社）北海道食産業総合振興機構（フード特区機構）設立 

 ４月  フード特区機構へ，推進機構から職員派遣 

 ７月  第１回はこだて海洋エネルギー勉強会開催 
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 海洋研究センター入居者募集 

海洋研究センター入居機関決定 

海洋研究センター入居者追加募集 

 海洋研究センター追加入居者決定（研究室満室） 

推進機構が海洋研究センターの指定管理者に決定，本協定 

海洋研究センター本体工事竣工，引渡 

海洋研究センター市直営による準備期間（４月５月） 

推進機構事務室移転 

（産学官交流プラザから海洋研究センターへ） 

海洋研究センター供用開始，開所式 

函館市産学官交流プラザを北海道大学へ無償譲渡 

日本財団の助成「海の宝をめぐる学びと体験 マリン・ラー

ニング」採択（北大）

国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC)と函館市、推進

機構の3者による包括連携協定を締結

国立釜慶大学校水産科学研究所との連携協定締結


